
wagamachi-guide book 

市川三郷町三珠編

市川園十郎宗家発祥の地をめぐり、
「山の先生J・丹沢正作住居跡を訪ねる

ぬりえにチャレンジ!



歪みたまの場

行程藁

甲斐上野駅

中井清太夫石碑

蹴裂(けさき)神社

市川園十郎発祥を記す碑

三珠歌舞伎文化公園

丹沢正作・修道庵

上野地域の旧道

川|浦地蔵

一瀬桑

市川道(~、ちかわみち)

蔵津山不動院

薬王寺

芦川駅

表門(うわと)神社

村上鑓庖

熊野神社

狐塚

みたまの湯



wagamachi-guide book 

市川三郷町三珠編

市川園十郎宗家発祥の地を
めぐり、『山の先生J.丹沢正作
住居跡を訪ねる
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甲
斐
上
野
駅
の
駅
舎
に
は
、

三
ラ
相
」
が

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。

身
延
線
・
甲
斐
上
野
駅
は
無
人
駅
で
、
改
札
も

切
符
売
り
場
も
あ
り
ま
せ
ん
。
電
車
内
で
整
理
券

を
取
り
、
降
り
る
と
き
、
整
理
券
と
運
賃
を
乗
務

員
に
支
払
う
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

旧
・
三
珠
町
は
、
歌
舞
伎
荒
事
の
創
始
者
・
市
川

園
十
郎
発
祥
の
地
。
こ
の
由
縁
を
生
か
し
て
「
歌

舞
伎
の
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
町
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
甲
斐
上
野
駅
も
そ
の
一
つ
。
市
川
圏

十
郎
家
の
定
紋
・
大
申
小
の
三
ラ
耕
」
を
駅
舎
の

デ
ザ
イ
ン
に
し
て
い
ま
す
。 

lロl


[三つ納]

初代・市JlI圃十郎は、曽祖父の極超+邸が信玄の家臣で、しかも能の師範{致事重伎は能の新派)だコたことから、

信玄柄の申に、京一升と京五舎の械を入れた形を家紋に決めた。替紋iま沓譲宅土丹(ぎょょうぼたん)である。

[富士身延鍛造1
身延織は、申央銀と東海道館を結，5¥全長88・4キロメートルの路館。閉治45(1912)年、富士川舟運に代わる

陸路の繍送路として計画された。昭和3(1928)年、身延線全線が開通。この年、甲斐上野駅も開設された。

同銀に編入されたときに、名称が「身延組jに変わった。
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大
ち
ょ
っ
と
寄
り
道

清
太
芋
(
せ
い
だ
い
も
)
で
有
名
な
代
官
・
中
井
清
太
夫

(
な
か
い
せ
い
だ
ゅ
う
)
は
、
笛
吹
川
の
氾
濫
を
鎮
め
た
。

昔
、
大
塚
河
原
で
は
大
雨
が
降
る
た
び
に
笛
吹

川
が
氾
濫
し
、
大
塚
の
田
圃
(
た
ん
ぽ
)
が
水
没
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
甲
府
代
官
の
中
井
清

太
夫
は
笛
吹
川
に
流
れ
込
む
押
出
川
(
お
し
だ
し

が
わ
)
の
底
に
流
水
溝
を
作
る
よ
う
に
指
導
し
ま

し
た
。
大
木
を
く
り
ぬ
い
て
つ
く
っ
た
樋
を
地
下

に
埋
め
て
水
を
逃
が
し
た
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
笛
吹
川
が
逆
流
す
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
氾
濫

を
抑
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

村
人
は
、
こ
の
事
業
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に

碑
を
建
て
、
清
太
夫
を
生
き
神
と
し
て
杷
り
ま
し

た
。
碑
と
石
洞
は
、
大
塚
に
あ
る
県
営
の
排
水
機

場
内
に
あ
り
ま
す
。

[中持清太夫1
中井清太夫は、安永6(1777)年から天間7(1787)年まで甲府代官として赴任した。清太夫は、飢健対策に

ジャガイモ栽堵を計画。事府の許可を得て、種芋を九州から取リ寄せた。甲州に導入されたジャガイモは、

清太夫の名を取って『せいだ芋jと呼ばれるようになった。
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甲
斐
上
野
駅
か
ら
上
野
踏
切
を
渡
る
と
野
面

(
の
づ
ら
)
積
み
の
石
垣
が
見
え
ま
す
。
歌
舞
伎
文

化
公
園
の
看
板
の
と
こ
ろ
か
ら
坂
を
登
る
と
、
蹴

裂
神
社
、
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
、
甲
府
盆
地

の
西
部
が
眺
望
で
き
ま
す
。

か
つ
て
、
こ
の
付
近
は
武
田
信
虎
の
八
男
(
信

玄
の
異
母
弟
に
あ
た
る
)
・
一
条
信
龍
の
城
地
で

し
た
。
信
龍
は
、
騎
馬
百
崎
(
二
百
騎
と
も
言
わ
れ

る
)
を
預
か
る
侍
大
将
と
し
て
活
躍
し
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
根
元
に
石
が
食
い
込
ん
で
い
る
木

が
本
殿
裏
に
あ
り
ま
す
。
自
然
の
驚
異
を
目
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

え1

[蹴裂神社1
太古、甲府盆地が画大宮な湖水だったという伝承がある。それによれば大男が南方の岩山を蹴リ裂き、水を富士川|に流して、

甲斐の国土が生まれたと言う。これが「甲斐開闘(かいびゃく)伝説1である。大男は、後に鼠裂聞神として崇められた。

上野の蹴裂神社は、この蹴割問神を間り、この伝説を語り値いでいる。



08 

旧
・
三
珠
町
は
、
市
川
園
十
郎

宗
家
発
祥
の
地
で
あ
る
。
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布的‘帝 I ，，~叩 7

一
条
信
龍
に
仕
え
て
い
た
能
の
師
範
・
堀
越
十

郎
は
、
初
代
・
市
川
圏
十
郎
の
曲
目
祖
父
で
す
。
武
田

と
相
模
北
条
と
の
戦
い
で
武
功
を
立
て
た
十
郎

は
、
三
珠
町
上
野
の
「
ほ
っ
こ
し
(
堀
越
)
」
を
持
領

し
ま
し
た
。
武
田
家
滅
亡
後
、
十
郎
は
心
の
支
え

に
し
て
い
た
成
田
不
動
尊
に
救
い
を
求
め
ま
す
。

こ
の
と
き
、
堀
越
家
の
系
図
や
書
物
を
孫
の
嫁
ぎ

先
で
あ
る
二
百
村
(
現
・
箇
映
市
)
の
石
原
家
に
託

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
下
総
国
埴
生
郡
幡
谷
村
(
現
・

千
葉
県
成
田
市
)
へ
移
り
、
農
民
と
な
っ
た
の
で

す。
堀
越
十
郎
の
孫
に
あ
た
る
十
蔵
は
、
農
業
を
嫌

い
、
江
戸
に
出
ま
し
た
。
万
治
三
(
一
六
六 

年、

初
代
・
市
川
圏
十
郎
と
な
る
十
蔵
の
長
男
・
海
老

蔵
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
海
老
蔵
は
、
十
二
歳
で
歌

舞
伎
役
者
と
な
り
、
や
が
て
市
川
段
十
郎
と
名
乗

っ
た
の
で
す
。
の
ち
に
名
前
の
「
段
」
を
「
圏
」
に
変

え
ま
し
た
。

O
)

[市川園十郎宗家1
初代海老蔵から始まる歴代のI市川園十郎Jは、三疎町上野のIほっこしjが出自。現在の市川家の姓も緬越(ほリこし)である。

市川家の役者は江戸・朗泊から平成の今固まで何度も甲州を訪れ、取舞伎を演じている。

二代田園十郎がI葡萄よりはじまりし早し枇杷(ぴわ)の鈴jとしたためた紬古鳴っていて、

鍋先が甲州ということを代々言い伝えていたらしい.
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市
川
家
代
々
の
宿
願
だ
っ
た
「
市
川
園
十
郎


発
祥
の
地
碑
」
は
、
十
二
代
目
・
園
十
郎
に


よ
っ
て
や
っ
と
建
立
さ
れ
た
。


昭
和
六
(
一
九
三
こ
年
、
一
宮
の
石
原
家
か
ら

堀
越
家
の
系
図
が
発
見
さ
れ
、
「
旧
・
三
珠
町
上
野

が
市
川
家
発
祥
の
地
で
あ
る
」
と
判
閉
し
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
市
川
三
升
が
蹴
裂
神
社
を
参
拝
し
、

「
初
代
・
市
川
園
十
郎
先
祖
館
跡
」
と
書
い
た
木
碑

を
建
て
た
の
で
す
。
の
ち
に
十
一
代
目
・
圏
十
郎

と
な
る
九
代
目
・
海
老
蔵
が
三
珠
町
を
訪
れ
、
発

祥
の
地
に
碑
を
建
立
し
た
い
と
願
い
出
ま
し
た
。

し
か
し
、
十
一
代
目
は
襲
名
後
、
三
年
で
他
界
。
建

立
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

昭
和
五
十
九
(
一
九
八
四
)
年
、
十
二
代
目
・
圏

十こ何 8・市川!厘]ナ af5

ご


十
郎
(
当
時
は
、
十
代
目
・
海
老
蔵
)
に
よ
っ
て
念

願
だ
っ
た
記
念
碑
が
歌
舞
伎
公
圏
内
に
建
立
さ

れ
ま
し
た
。
十
二
代
目
は
、
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
で
も

公
演
を
し
、
歌
舞
伎
を
世
界
的
に
広
め
て
い
ま
す
。
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春
、
歌
舞
伎
文
化
公
園
付
近
で
は
、

市
川
家
・
替
紋
の
「
牡
丹
」
が
咲
き
誇
る
。

歌
舞
伎
文
化
公
圏
内
に
は
、
「
文
化
資
料
館
」
、

「
民
俗
資
料
館
」
、
「
ふ
る
さ
と
会
館
」
が
あ
リ
ま
す
。

「
文
化
資
料
館
」
に
は
、
市
川
家
代
々
の
秘
蔵
品
、
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
資
料
館
内
の
多
目
的

ホ
ー
ル
は
、
歌
舞
伎
公
演
や
演
劇
、
演
奏
会
が
行

わ
れ
る
施
設
で
す
。

圏
内
と
そ
の
周
辺
に
は
、
約
八
千
本
の
牡
丹
が

植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
四
月
に
は
「
ぼ
た
ん
の
花

祭
リ
」
が
行
わ
れ
、
地
元
特
産
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

や
茶
、
タ
ケ
ノ
コ
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
す
。
社
丹

の
植
栽
は
、
市
川
家
の
替
紋
が
牡
丹
で
あ
る
こ
と

に
ち
な
ん
だ
も
の
で
す
。

替紋・杏葉社丹
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曽
根 

陵
の
最
南
端
に
位
置
し
て
い
る
た
め
最
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旧
・
三
珠
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る


「
ふ
る
さ
と
会
館
」
は
、
甲
府
盆
地
を


一
望
す
る
景
勝
地
に
あ
る
。

ノ
ご
わ
か
三 

r-

寸

良

一

マ

ヤ

メ

ヘ

¥

乙 

7
1
¥

幅広一

一

γ
E
長耕一一
 

J
A
右

一

足
踏
明
治
、
¥
詩


歌
舞
伎
公
圏
内
の
「
ふ
る
さ
と
会
館
」
。
ひ
と
き

わ
目
を
引
く
天
守
閣
を
備
え
た
お
城
造
り
で
す
。

上
階
か
ら
は
甲
府
盆
地
が
一
望
で
き
ま
す
。

一
階
は
歌
舞
伎
公
演
が
で
き
る
多
目
的
ホ
ー

ル
。
二
階
は
「
考
古
資
料
室
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

旧
・
三
珠
町
に
は
、
数
多
く
の
古
代
遺
跡
、
が
あ
り
、

出
土
し
た
土
器
や
副
葬
品
な
ど
の
ほ
か
、
古
文
書

な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
圃
三
珠
町
出

身
の
一
瀬
益
吉
(
桑
の
新
種
発
見
者
)
や
丹
沢
正

作
(
地
域
の
教
育
功
労
者
)
の
生
涯
と
功
績
も
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

J 



13 

イ
ギ
リ
ス
人
牧
師
、
か
建
設
の
き

つ
く
っ
た
芦
川
第
一
発
電
所
は
、

県
内
初
の
水
力
発
電
所
で
あ
る
。

O
O
)
年
、
当
時
の
甲
府
電

力
(
現
・
東
京
電
力
)
が
芦
川
の
水
を
利
用
し
て
、

d
密
室
雲
母

『

山
;
一
六
¥

川
川
町
『

FJ~

歌
舞
伎
文
化
公
園
の
「
い
こ
い
の
森
」
に
は
、
「
水

力
発
電
発
祥
の
郷
」
の
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

聞
治
二
十
五
(
一
八
九
二
)
年
、
精
進
湖
で
遊
ん

で
い
た
イ
ギ
リ
ス
人
牧
師
が
芦
川
を
下
っ
た
と

き
、
「
こ
の
川
は
、
発
電
に
最
適
だ
」
と
地
元
の
有

力
者
に
薦
め
ま
し
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

芦
川
に
水
力
発
電
所
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。

朋
治
三
十
三
(
一
九

芦
川
第
一
発
電
所
を
建
設
し
ま
し
た
。
県
内
初
の

水
力
発
電
所
と
な
り
、
近
隣
地
域
や
甲
府
へ
電
力

が
供
給
さ
れ
、
電
灯
が
灯
(
と
も
)
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

、
叫
ん
~
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「
山
の
先
生
」
・
丹
沢
正
作
(
た
ん
ざ
わ
し
よ
う
さ
く
)
は
、

宮
沢
賢
治
の
よ
う
な

地
域
の
思
想
的
な
指
導
者
だ
っ
た
。

a
l
l
i
-
-
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三
珠
農
村
広
場
付
近
に
、
「
山
の
家
」
と
呼
ば
れ

る
茅
葺
き
匡
根
の
小
さ
な
家
(
復
元
)
が
あ
り
ま

す
。
丹
沢
正
作
が
修
道
庫
と
し
て
住
ん
で
い
た
家

で
す
。正

作
は
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
り
、
卜
ル
ス
卜
イ
ア

ン
で
す
。
徳
富
彊
花
(
と
く
と
み
ろ
か
)
の
影
響
を

受
け
て
平
民
主
義
を
貫
い
た
人
で
す
。
上
野
村
の

書
記
を
務
め
る
か
た
わ
ら
平
民
学
校
を
つ
く
っ

て
農
村
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
あ
た
り
ま
し

た
。
「
土
を
愛
し
土
を
離
れ
る
な
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

地
域
社
会
の
発
展
に
尽
く
し
た
の
で
す
。
い
つ
し

か
正
作
は
、
「
山
の
先
生
」
と
呼
ば
れ
、
村
人
た
ち

の
敬
愛
を
集
め
ま
し
た
。

「
山
の
家
」
に
は
、
正
作
に
関
す
る
資
料
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
庭
に
は
、
犬
の
「
白
」
の
墓
が
あ

り
ま
す
。
「
白
」
は
正
作
の
飼
い
犬
で
は
な
く
、
東

京
の
重
花
の
犬
で
し
た
。
し
か
し
、
暴
れ
方
が
ひ

ど
く
、
苦
情
が
出
た
た
め
、
正
作
が
山
の
家
で
預

か
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

[丹沢正作]

悶治9(1876)年、西八代郡上野村{現・市川三郷町上野)で誕生。閑治31(1898)年、市川教会において

キリスト教の洗礼を受ける。東京専門学校(現・早稲田大学)を卒業後、帰郷。上野村で地域の発展に尽

くした。大正15(1926)年、胃がんのため逝去。
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上
野
地
域
の
旧
道
に
は
、

蔵
造
り
の
家
が
立
ち
並
ぶ
。


多
宝
院
の
墓
地
脇
を
下
る
と
、
上
野
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
金

川
曲
目
根
広
域
農
道
が
建
設
さ
れ
た
と
き
に
移
さ

れ
た
馬
頭
観
音
や
供
養
塔
な
ど
の
石
造
物
が
あ

り
ま
す
。

上
野
地
域
の
旧
道
に
は
、
往
時
の
面
影
を
残
し

た
蔵
造
り
の
家
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
家
紋
の

入
っ
た
白
壁
、
瓦
匡
根
の
続
く
風
景
は
、
郷
愁
を

誘
い
ま
す
。
旧
道
を
三
珠
中
学
校
方
面
に
進
む
と
、

道
の
傍
ら
に
双
体
道
祖
神
が
肥
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
、
か
つ
て
金
川
首
根
広
域
農
道
沿
い
に
あ

っ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
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川
浦
地
蔵
は
、
顔
も
体
も

ん
で
い
る
ハ

J
1A
「 

「
川
浦
地
蔵
バ
ス
停
留
所
」
に
は
、
庚
申
塔
や
観

音
像
と
と
も
に
頭
か
ら
す
っ
ぽ
り
赤
い
布
を
被

っ
た
三
塁
の
地
蔵
が
杷
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
地
蔵
さ
ま
た
ち
は
、
顔
も
体
も
く
ぼ
ん
で
い

ま
す
。
中
に
は
姿
さ
え
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
磨
リ
減

っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
る
で
薬
研
(
や

げ
ん
)
で
す
。
こ
れ
は
、
祈
願
者
が
自
分
の
患
部
と

同
じ
部
分
を
石
で
叩
く
か
ら
で
す
。
叩
く
音
が
「
か

ん
か
ん
」
鴫
る
の
で
「
か
ん
か
ん
地
蔵
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

薫研(やげん)真ん中に満のある語草をすりつぶす道具。
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全
国
に
普
及
し
た
桑
の
最
高
品
種

「
一
瀬
桑
」
は
、
一
瀬
益
吉
と
妻
・
き
く
の
が


発
見
し
、
増
産
し
た
も
の
で
あ
る
。

[一瀬益吉I
慶応元(1865)年、旧・市川大門町{現・市川三郷町)で生まれる。

|日・三珠町上野村の一瀬長徳に聾子に入り、聾女きくのと結婚。川浦集落の聾蚕組合長になり、

桑園改革を行う。『一瀬揖」を発見、全国に普及させた。

益吉は、県政界にも進出、上野銀行を創設して活寓する。大正10(1921)年、脳溢血のため逝去。
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川

明
治
三
十
(
一
八
九
七
)
年
頃
、
一
瀬
益
吉
が
「
鼠

返
し
」
と
い
う
品
種
の
桑
苗
を
干
本
植
え
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
桑
葉
が
厚
く
て
大
き
い
二
株
を
妻
・

き
く
の
が
発
見
し
た
の
で
す
。
益
吉
は
、
そ
の
こ

株
か
ら
取
木
法
で
苗
木
を
作
り
、
増
産
を
図
り
ま

し
た
。
大
正
五
(
一
九
二
ハ
)
年
、
第
一
回
桑
園
品

評
会
で
「
世
に
も
ま
れ
な
良
品
種
」
と
推
奨
さ
れ
、

知
事
か
ら
特
別
賞
。
か
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
桑

h
f
e

は
、
発
見
者
の
姓
や
一
瀬
山
光
勝
寺
の
山
号
か
ら

「
一
瀬
桑
」
と
名
付
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

V
 

す。
一
瀬
桑
は
、
葉
の
収
穫
量
が
多
く
、
寒
冷
地
で

r
L
M
l
p

も
育
つ
こ
と
か
ら
、
奨
励
品
種
と
し
て
全
国
の
養

蚕
農
家
に
普
及
し
ま
し
た
。
親
株
は
、
県
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭

和
二
十
三
(
一
九
四
八
)
年
、
貞
聞
皇
后
が
こ
の
一

瀬
桑
を
御
視
察
さ
れ
た
際
の
記
念
樹
も
あ
り
ま

す。� 
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九
一
色
郷
(
旧
・
上
九
一
色
村
の
一
部
と
旧
・
三

珠
町
下
九
一
色
)
の
人
た
ち
は
、
市
川
道
を
使
っ

て
薪
や
炭
を
市
川
へ
運
び
、
帰
り
は
日
用
品
を
買

い
入
れ
て
い
ま
し
た
。
市
川
道
を
、
川
浦
地
蔵
か

ら
八
代
・
芦
川
・
三
珠
線
を
越
え
て
進
む
と
、
右
に

曲
が
っ
た
と
こ
ろ
に
小
御
崎
神
社
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
を
下
っ
た
突
き
あ
た
り
に
は
、
寛
政
八
(
一 

七
九
六
)
年
建
立
の
道
標
(
み
ち
し
る
べ
)
が
あ
り

ま
す
。
「
大
慈
大
悲
観
世
音
菩
薩
右
蔵
沢
ふ

ど
う
そ
ん
左
札
所
一
の
せ
さ
ん
駿
州
往

還
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
不
思
議
な
の
は
、
蔵
津

山
不
動
院
は
左
に
曲
が
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
現

在
の
位
置
関
係
と
は
異
な
る
こ
と
で
す
。
道
標
。
か

移
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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が禄らと七岸
生寿民説福に甲
ま士聞かと散斐

ムエム一一寸~\d!-.-..

:¥も
T 七・川知出三斗ι邦~干~\種

!;!i7届間一一目撃」� 

需;山車瞳輯都
LJだ~.. -= '~~1f 

~!!， 

れ見信れは在 西

t等専三 4ZQ拶初 

た恵七る 
。比福 音 羅 ヶ七�  

実2号Ez
押窓由語めめ 
寿門来即ぐぐづ?^;/  

苧末主渇き品
ノデ弁す七�  l長

大財�  J 福ス日 

黒 天=即で�  m

天・ �  Lt生す�  VJ

)福  υ」。両

不
動
院
に
は
、
健
康
成
就
の
神
・
寿
老
人
が
杷

ら
れ
て
い
ま
す
。
朱
印
帳
は
、
三
つ
折
タ
イ
プ
の

朱
印
色
紙
(
一
冊
五
百
円
)
。
朱
印
料
は
一
ケ
寺
、

三
百
円
で
す
。
七
ケ
寺
の
朱
印
を
集
め
る
と
記
念

品
が
も
ら
え
ま
す
。

[甲斐酋八代・七福神めぐりの七ヶ寺]

福寿院(毘沙門天)、宝寿寺(弁財天)、宝寿院(福禄寿)、

花園院(布袋噂)、藁王寺(恵比寿太神)、不動院(寿老人)、光勝寺(大黒天)の七ヶ寺。
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点
在
す
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く
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。
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不
動
院
か
ら
薬
王
寺
方
面
に
進
む
と
山
す
そ

ま
で
田
園
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
眺
望
は
一

見
に
値
し
ま
す
。

道
路
の
一
角
に
は
、
六
地
蔵
の
一
部
や
丸
石
が

集
め
ら
れ
た
道
祖
神
場
が
あ
り
ま
す
。
田
ん
ぼ
の

反
対
側
に
は
、
締
麗
に
石
積
み
さ
れ
た
小
路
が
見

え
ま
す
。
「
昭
和
」
が
舞
台
の
映
画
撮
影
を
す
る
の

に
は
、
最
高
の
口
ケ
地
と
な
り
そ
う
で
す
。
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禁
じ
ら
れ
た
恋
に
落
ち
た

良
純
親
王
(
よ
し
ず
み
し
ん
の
う
)
を
待
っ
て
い
た
の
は

十
七
年
間
の
甲
斐
国
配
流
生
活
だ
っ
た
。

石見
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後
陽
成
天
皇
の
第
八
子
・
良
純
親
王
は
僧
侶
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
京
都
島
原
の
遊
女
・
三

芳
野
と
恋
に
落
ち
ま
し
た
。
天
皇
は
、
良
純
親
王

を
と
が
め
、
寛
永
二
十
(
一
六
四
三
)
年
か
ら
十
七

年
間
、
甲
斐
国
に
配
流
し
ま
し
た
。
親
王
は
、
許
し

が
で
る
ま
で
湯
村
、
下
積
翠
寺
の
興
因
寺
、
旧
・
三

珠
町
の
薬
王
寺
な
ど
を
転
々
と
し
ま
し
た
。

良
純
親
王
は
、
閉
暦
元
(
一
六
五
五
)
年
か
ら
五
年

間
も
薬
王
寺
に
住
み
ま
し
た
。
芦
川
を
京
・
鴨
川

に
見
立
て
て
心
を
慰
め
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

薬
王
寺
の
客
殿
右
奥
に
は
、
良
純
親
王
御
座
所
の

一
部
が
移
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
良
純
親
王

の
遺
品
・
唐
犬
、
か
彫
刻
さ
れ
た
硯
や
絵
馬
も
残
っ

て
い
ま
す
。

[藁王寺}

葱王寺は、天平 18(746)年、行星が開塁。行基作と伝わる多聞天王(毘沙門天王)健在記る。そ

の後、天台宗に改宗。信玄、家康の庇護を受け、七堂が建ち並んでいたという。現在は、江戸期建

立の禽殴と車庫がある。覇王寺は、甲斐西八代七福神めぐリの一つ。商売繁盛の神・恵比寿大

神が把られている。
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【蔚]

雄蕊(おしぺ);を構成する器官。ふつう雄薬の先端にあって中で

花粉がつくられ、成黙すると裂けて花粉を出す。イチョウは雌鑑

異株のため雄木に菊ができる。

世
界
に
二
株
し
か
な
い
雄
株
の

オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ
が
、
薬
王
寺
に
あ
る
。

オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ
は
、
学
術
的
に
珍
し
い
植

物
で
す
。
実
が
葉
の
上
に
結
実
す
る
イ
チ
ョ
ウ
の

変
種
で
、
全
国
で
二
十
例
ほ
ど
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
山
梨
県
に
は
、
八
本
の
オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ

が
あ
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
雌
株
(
イ
チ
ョ
ウ
は
雌

雄
別
木
)
で
す
が
、
身
延
町
八
木
沢
と
薬
王
寺
の

イ
チ
ョ
ウ
だ
け
が
雄
株
で
す
。

葉
の
上
に
話
料
(
ゃ
く
)
を
つ
け
る
雄
株
は
、
朋
治

二
十
九
(
一
八
九
六
)
年
に
身
延
町
八
木
沢
の
山

神
社
で
、
藤
井
健
次
郎
博
士
に
よ
っ
て
初
め
て
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
八
十
年
後
に
秋
山
樹

好
氏
に
よ
っ
て
薬
王
寺
で
、
県
内
二
本
目
の
雄
株

が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。
薬
王
寺
の
オ
ハ
ツ
キ
イ

チ
ョ
ウ
は
、
通
常
の
雄
花
に
交
じ
っ
て
葉
の
上
に

菊
を
つ
け
ま
す
。
菊
を
つ
け
た
葉
は
変
形
し
、
葉

に
切
れ
目
が
入
っ
て
い
る
の
で
す
。
蔚
が
多
い
ほ

一

ど
変
形
が
著
し
く
、
葉
も
小
さ
く
な
る
そ
う
で
す
。

一
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芦
川
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
立
つ
と
、


ゆ
っ
た
り
と
広
が
る
里
山
を
体
感
で
き
る
。


身
延
線
芦
川
駅
は
、
昭
和
四
(
一
九
二
九
)
年
の

駅
開
業
当
初
か
ら
無
人
駅
。
ホ 
l
ム
に
は
小
さ
な

P
T
A

待
合
所
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
駅
か
ら
市
川
本

町
に
向
か
う
途
中
に
芦
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
川
が
駅
の
名
前
の
由
縁
で
す
。

駅
付
近
や
町
の
電
信
柱
な
ど
に
「
イ
力
の
お
す

し
」
と
書
か
れ
た
標
識
が
た
く
さ
ん
目
に
付
き
ま

す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
を
不
審
者
か
ら
守
る
た
め

に
市
川
三
郷
町
立
上
野
小
学
校
の 

が
考

え
た
標
識
で
す
。
ど
う
い
う
意
昧
を
持
つ
言
葉
な

の
か
見
て
く
だ
さ
い
ね
。

身延録は、甲府方面11'下リで富士方面が上り!

その理由は、起点が富士駅だから。富士から願に甲府まで開通していった。
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県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
石
鳥
居
は
、
鎌
倉

一

時
代
に
造
ら
れ
た
も
の
で
す
。
全
体
的
に
直
線
的

な
造
り
で
、
重
厚
感
が
あ
り
ま
す
。

本
殿
は
、
三
聞
社
流
れ
造
り
。
現
在
、
屋
根
は
銅

板
蓋
き
で
す
が
、
か
つ
て
は
桧
皮
萱
(
ひ
わ
だ
ぶ

き
)
で
し
た
。
棟
札
(
む
な
ふ
だ
)
に
「
元
禄
八
(
一

六
九
五
)
年
の
建
立
」
、
「
大
工
棟
梁
は
石
川
久
左

衛
門
家
久
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
彫
刻

技
術
に
優
れ
た
身
延
町
の
下
山
大
工
の
手
が
入

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
判
閉
し
た
の
で
す
。
本

殿
の
脇
障
子
な
ど
に
は
、
精
巧
な
彫
り
の
鶴
や
鳳

恩
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

本
殿
に
向
か
っ
て
左
側
に
は
、
コ
ッ
プ
ガ
ヤ
の

木
が
あ
り
ま
す
。
特
徴
は
、
種
子
が
極
め
て
小
さ

い
こ
と
。
力
ヤ
の
実
は
黒
い
実
で
、
羽
子
板
遊
び

の
羽
根
玉
に
使
わ
れ
ま
す
が
、
コ
ツ
ブ
ガ
ヤ
の
実

は
羽
根
玉
に
す
る
に
は
小
さ
す
ぎ
る
そ
う
で
す
。 

I表門神社]

表門神社は、知恵の神僚の「お文殊さん」として知られ、 f市川文殊jと呼ばれている。

神主が白河天皇の病いを祈棒して治したことから、天皇が神社造嘗をしたとも言われている。
元棟8(1695)年、徳 111綱吉によって修復された。

天照大神、倉稲靖命{クライナタマノミコ卜)、理々杵尊{ニニギノミコト)が記られている。
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「
表
門
神
社
修
復
計
画
」

「
富
く
じ
」
だ
っ
た
。

表
門
神
社
は
、
徳
川
家
康
が
本
陣
に
定
め
た
た

め
御
朱
印
が
下
さ
れ
、
そ
の
後
は
幕
府
の
保
護
の

下
で
社
殿
修
復
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
し
だ
い
に
幕
府
財
政
が
ひ
っ
迫
し
て
修

復
金
が
も
ら
え
な
く
な
る
と
、
別
当
内
膳
が
「
富

く
じ
」
の
収
益
で
修
復
す
る
こ
と
を
思
い
立
ち
ま

し
た
。文

政
十
二
(
一
八
二
九
)
年
、
「
富
く
じ
」
の
許
可

を
受
け
、
上
野
や
市
川
、
甲
府
で
三
年
間
に
渡
っ

て
興
行
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
思
う
よ
う
に
収
益

が
上
が
ら
ず
、
部
分
的
な
修
復
し
か
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
神
社
に
は
、
当
時
の
富
く
じ
の
箱
や
板

札
な
ど
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

3 
o 0 <7 
ra 1) 


の
財
政
源
は
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二
月
の
「
一
之
酉
祭
典
」
で
太
々
神
楽
が
奉
納

さ
れ
ま
す
。
約
九
百
年
の
歴
史
を
持
つ
神
楽
で
す
。

表
門
神
社
神
楽
保
存
会
が
、
神
話
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
「
舞
」
を
表
門
神
社
・
神
楽
殿
で
披
露
し
ま
す
。

近
年
、
「
大
蛇
退
治
」
の
演
目
。
か
復
活
し
ま
し
た
。

大
蛇
の
口
か
ら
火
花
が
飛
び
散
る
仕
掛
け
に
な

っ
て
い
ま
す
。

四
月
に
は
、
「
神
輿
の
川
渡
り
(
お
御
幸
さ
ん
こ

も
行
わ
れ
ま
す
。
神
興
、
が
表
門
神
社
か
ら
市
川
大

門
の
御
崎
神
社
ま
で
練
り
歩
き
ま
す
。
神
輿
を
担

い
だ
ま
ま
芦
川
を
横
断
し
ま
す
。
若
者
た
ち
が
水

し
ぶ
き
を
上
げ
な
が
ら
威
勢
よ
く
川
を
渡
る
様

子
は
迫
力
満
点
で
す
。
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村
上
寵
(
か
ご
)
屈
の
届
主
・
村
上
国
昭
さ
ん
は
、

伝
統
工
芸
技
能
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

村
上
寵
屈
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
竹
寵
を
製
作
し
て

販
売
し
て
い
ま
す
。
身
延
町
竹
林
か
ら
竹
を
切
り

出
し
、
農
作
物
や
生
活
関
連
晶
を
入
れ
る
寵
を
製

作
し
て
い
る
の
で
す
。
龍
作
り
は
、
工
程
の
す
べ

て
が
手
作
業
。
竹
を
竹
わ
り
と
い
う
道
具
を
使
っ

て
割
リ
、
さ
ら
に
詑
(
な
た
)
で
細
く
裂
き
ま
す
。

そ
し
て
、
ひ
も
状
に
し
た
竹
を
編
ん
で
、
様
々
な

形
の
寵
に
し
て
い
き
ま
す
。
寵
は
、
県
内
の
農
家

や
組
合
に
販
売
し
て
い
ま
す
が
、
長
野
や
愛
知
か

ら
の
注
文
も
来
る
そ
う
で
す
。

村
上
寵
届
は
、
初
代
・
村
上
茂
作
さ
ん
が
始
め
、

二
代
目
の
国
昭
さ
ん
が
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
昔

は
、
弟
子
が
三
、
四
人
い
た
そ
う
で
す
。
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O

大
塚
・
熊
野
神
社
秘
蔵
の
狛
犬
は
、
も
と
は
、
北

原
の
那
智
社
(
な
ち
し
ゃ
)
に
安
置
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
高
さ
四
十
二
セ
ン
チ
。
腹
部
に
は
、
「
応
永

十
二
(
一
四 

五
)
年
」
の
銘
が
あ
り
ま
す
。
記
年

の
古
さ
で
は
全
国
で
も
屈
指
。
大
胆
な
造
形
は
狛

犬
の
原
始
型
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
足
を
前
に
出

す
東
大
寺
式
狛
犬
(
鎌
倉
時
代
に
生
ま
れ
た
と
言

わ
れ
る
)
と
異
な
り
、
太
い
足
で
踏
ん
張
り
、
体
を

前
に
乗
り
出
す
姿
は
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。
た
だ
、
か

わ
い
そ
う
な
こ
と
に
狛
犬
の
右
足
は
切
ら
れ
て

い
ま
す
。
「
那
智
社
の
森
の
木
を
盗
み
に
来
た
き

こ
り
を
狛
犬
が
追
い
払
っ
た
た
め
、
怒
っ
た
き
こ

り
が
足
を
壊
し
た
」
と
い
う
伝
承
が
残
っ
て
い
ま

す
が
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
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市
川
三
郷
町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

古
墳
は
、
伊
勢
塚
・
大
塚
・
狐
塚
・
エ
モ
ン
塚
。
こ
れ

ら
大
塚
地
区
の
古
墳
で
、
原
型
が
保
た
れ
て
い
る

の
は
円
墳
の
伊
勢
塚
で
す
。
大
塚
古
墳
は
前
方
後

円
墳
で
、
前
方
部
か
ら
万
剣
や
呪
術
に
使
わ
れ
た

六
鈴
鏡
(
ろ
く
れ
い
き
ょ
う
)
な
ど
が
発
掘
さ
れ

ま
し
た
。

狐
塚
か
ら
は
、
「
赤
烏
(
せ
き
う
)
元
年
五
月
廿

五
日
(
赤
烏
は
中
国
三
国
時
代
の
呉
の
国
の
年
号
・

西
暦
二
三
八
年
)
」
の
記
年
が
あ
る
四
神
四
獣
鏡

が
出
土
し
ま
し
た
、
呉
鏡
は
日
本
に
三
面
し
か
な

く
、
そ
の
な
か
で
も
最
も
古
い
も
の
で
す
。

("1';ペ((

，i鳥元幹弘対置氏神叡鋭
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み
は
ら
し
の 

温
泉
「
み
た
ま
の
湯
」
か
ら
は
、

宝
石
を
敷
き
つ
め
た
よ
う
な

盆
地
の
夜
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

E
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み
た
ま
の
湯
は
、
標
高
三
七 
0
メ
ー
ト
ル
の
高

台
に
あ
り
ま
す
。
「
み
は
ら
し
の 
E
大
展
望
露
天

風
呂
」
か
ら
は
、
甲
府
盆
地
を
は
じ
め
、
南
ア
ル
プ

ス
や
八
ヶ
岳
が
一
望
で
き
ま
す
。
ま
た
、
「
百
万
ド
一

ル
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
美
し
い
夜
景
を
見
な
が

ら
ゆ
っ
た
り
温
泉
に
ひ
た
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

館
内
に
は
、
食
事
処
や
農
産
物
直
売
所
が
あ
り

ま
す
。
直
売
所
で
は
、
特
産
品
の
大
塚
ニ
ン
ジ
ン

(
細
長
い
独
特
の
品
種
)
や
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど

が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

「ぺ
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